
 - 1 -

後発医薬品の使用状況調査（中間報告） 

 
社団法人 日本薬剤師会 

 
１ 目的 

 本調査は、保険薬局における後発医薬品の使用状況の実態を調査し、得られたデータ

を解析・考察することによって、後発医薬品への変更調剤等の実施上の課題と対応策を

検討することを目的に実施したものである。 
 
２ 調査方法 

（１）調査対象 

 全国の保険薬局から層化無作為抽出（都道府県別）した 2,000 薬局。 
 
（２）調査方法 

 ・アンケート法（自記式：郵送発送・郵送回収） 
 ・調査時期：平成 20 年９月～10 月 

 
（３）調査項目 

 内        容 

基 本 属 性 
□所在地、組織形態、団体加入状況、職員数（薬剤師・その他） 

□調剤基本料、基準調剤加算、後発医薬品調剤体制加算、後発医薬品調剤率 

処 方 せ ん 

受 付 状 況 

□処方せん発行医療機関数、処方せん枚数 

□処方せん枚数の最も多い医療機関の処方せん枚数 

□半径 200ｍ以内の医療機関数 

□算定する調剤料に占める浸煎薬、湯薬の状況 

□取り扱い処方せんの状況 

□調剤した全ての医薬品のうち後発医薬品の割合（数量ベース） 

後発医薬品へ 

の 対 応 状 況 

□後発医薬品について説明を行った患者の割合 

□後発医薬品を希望しなかった患者の割合・その理由 

□後発医薬品への変更調剤を継続希望しなかった患者の割合・その理由 

□患者１人当たりの後発医薬品説明及び一般的服薬指導に係る時間 

□変更調剤後に、後発医薬品の銘柄処方に切り替わった患者の割合 

□後発医薬品を直に取り揃えることができなった患者の割合 

□医薬品の備蓄状況 

□採用している後発医薬品の選択理由 

□後発医薬品への変更を進めるための条件 

医療機関との 

連 携 状 況 

□変更調剤に係る医療機関（医師）への情報提供の頻度・タイミング 

□変更調剤に係る情報提供を不要と取り決めている医療機関数 

□採用している後発医薬品リストの医療機関への提供状況 

様式１ 

後発医薬品使用 

に関する意向 

□後発医薬品の調剤に関する意向 

□後発医薬品の品質保証の方法に関する認知状況 

様式２ 

□後発医薬品への変更調剤を行った処方せんについて、記載銘柄に基づき調剤した場合の薬剤料、

実際に調剤した薬剤料 

□患者の自己負担割合 
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３ 結果概要 

（１）回収状況 

図表１ 回収状況 

 発送数 回収数 回収率 

様 式 １ 2,000 薬局 450 薬局 22.5％ 

様 式 ２  3,111 枚分 （240 薬局） 

注．本報告は、平成 20 年 10 月 20 日までに回答が得られた調査票に基づき集計した。 

 

（２）調査結果 

① 薬局の基本的属性 

図表２ 所在地：地域ブロック別 

 薬局数 割 合 

北 海 道 15 3.3% 

東 北 48 10.7% 

関 東 104 23.1% 

中 部 93 20.7% 

近 畿 78 17.3% 

中 国 33 7.3% 

四 国 12 2.7% 

九 州 ・ 沖 縄 65 14.4% 

無 回 答 2 0.4% 

合 計 450 100.0% 

 

図表５ 調剤基本料の請求区分 

 薬局数 割 合 

調剤基本料（40 点） 439 97.6% 

調剤基本料の特例（18 点） 7 1.6% 

無 回 答 4 0.9% 

合  計 450 100.0% 

 

 

 

 

 

 

 

図表３ 組織形態 

 薬局数 割 合 

法 人 396 88.0% 

個 人 53 11.8% 

無 回 答 1 0.2% 

合 計 450 100.0% 

 

図表４ １薬局当たり職員数（常勤換算） 

 人 数 

薬 剤 師 2.6 

そ の 他 2.2 

合  計 4.8 

薬 局 数 448 

 

図表６ 後発医薬品調剤体制加算の算定状況 

 薬局数 割 合 

算定している 376 83.6% 

算定していない 71 15.8% 

無 回 答 3 0.7% 

合  計 450 100.0% 
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図表７ 後発医薬品調剤率別にみた薬局数の分布（平成２０年９月） 

 薬局数 分布状況

 １０％未満 8 1.9% 

 １０％以上 ２０％未満 12 2.9% 

 ２０％以上 ３０％未満 42 10.0% 

 ３０％以上 ４０％未満 133 31.7% 

 ４０％以上 ５０％未満 99 23.6% 

 ５０％以上 ６０％未満 49 11.7% 

 ６０％以上 ７０％未満 47 11.2% 

 ７０％以上 ８０％未満 19 4.5% 

 ８０％以上 ９０％未満 9 2.1% 

 ９０％以上 2 0.5% 

合  計 420 100.0% 

  平均値（％） 43.5  

  中央値（％） 41.0  

0% 10% 20% 30% 40%

10％未満

10％以上 20％未満

20％以上 30％未満

30％以上 40％未満

40％以上 50％未満

50％以上 60％未満

60％以上 70％未満

70％以上 80％未満

80％以上 90％未満

90％以上

 

 

 

② 処方せんの受付状況 

図表８ 平成２０年９月１カ月間に１薬局が受け付けた処方せんの 

処方せん発行医療機関数・処方せん枚数 

医 療 機 関 種 別 

一般診療所  

病 院

内 科 小児科 外 科 眼 科
耳 鼻

咽喉科
精神科 その他 

歯 科

診療所

合 計

 処方せん発行医療機関数（施設）（Ａ） 10.5 9.5 0.8 1.5 2.0 1.2 1.4 3.3 1.5 31.7 

 
（うち）「変更不可」欄に処方医 

の署名等がほとんどある機関数（施設）（Ｂ） 
2.8 2.5 0.2 0.4 0.6 0.4 0.4 0.9 0.2 8.5 

  
（うち）主として先発医薬品 

を銘柄指定している機関数（施設） 
1.6 1.5 0.2 0.3 0.3 0.2 0.3 0.6 0.1 5.0 

  
（うち）主として後発医薬品 

を銘柄指定している機関数（施設） 
0.6 0.5 0.0 0.1 0.2 0.1 0.1 0.1 0.0 1.8 

 処方せん枚数（枚） 329.8 497.4 71.9 78.8 91.3 82.9 34.8 158.1 11.6 1,356.6 

 「変更不可」欄に処方医の署名等がほと 

  んどある医療機関数の割合（Ｂ／Ａ）（％） 
27.0 26.1 30.8 26.9 30.2 30.9 29.8 28.7 13.5 26.8 

  薬 局 数 331 

注．各項目全てに回答のあった３３１施設を対象にして集計している。 
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図表９ 取り扱い処方せんの状況（平成２０年９月１カ月間） 

 枚 数 割 合 

 すべての取り扱い処方せん 553,268 100.0% 

 （うち）１品目でも後発医薬品を調剤した処方せん 237,284 42.9% 

 （うち）「変更不可」欄に処方医の署名等がない処方せん 330,600 59.8% 

  （うち）１品目でも先発医薬品を後発医薬品に変更した処方せん 18,668 3.4% 

   （うち）後発医薬品情報提供料を算定した処方せん 3,589 0.6% 

   （うち）後発医薬品分割調剤加算を算定した処方せん 18 0.0% 

  （うち）１品目でも後発医薬品の銘柄変更調剤をした処方せん 765 0.1% 

  （うち）全ての後発医薬品の銘柄が薬価収載されていないために、後発医薬品に変更しなかった処方せん 37,606 6.8% 

  （うち）患者が希望しなかったために、全て後発医薬品に変更しなかった処方せん 26,784 4.8% 

  （うち）以下の理由により、後発医薬品に変更できなかった先発医薬品が１品目でもある処方せん   

    先発医薬品の含量規格に対応した後発医薬品がなかったため 24,606 4.4% 

     採用している後発医薬品に、先発医薬品の含量規格に対応した製剤が薬価収載されていなかったため 9,265 1.7% 

     先発医薬品の含量規格に対応した後発医薬品を採用していなかったため 15,851 2.9% 

    先発医薬品の剤形（ただし、ＯＤ錠除く）に対応した後発医薬品がなかったため 7,139 1.3% 

     採用している後発医薬品に、先発医薬品の剤形に対応した製剤が薬価収載されていなかったため 2,839 0.5% 

     先発医薬品の剤形に対応した後発医薬品を採用していなかったため 5,166 0.9% 

    先発医薬品の剤形がＯＤ錠であり、それに対応した後発医薬品がなかったため 2,236 0.4% 

     採用している後発医薬品に、ＯＤ錠が薬価収載されていなかったため 929 0.2% 

     ＯＤ錠の後発医薬品を採用していなかったため 1,266 0.2% 

 （うち）「変更不可」欄に処方医の署名等がある処方せん 193,812 35.0% 

  （うち）後発医薬品を銘柄指定している処方せん 63,431 11.5% 

 （うち）処方せん内容の一部について変更不可としている処方せん 13,571 2.5% 

  （うち）一部先発医薬品について変更不可としている処方せん 12,843 2.3% 

  （うち）一部後発医薬品について変更不可としている処方せん 432 0.1% 

施  設  数 406 

注１．各項目全てに回答のあった４０６施設を対象にして集計している。 

注２．表中の「割合」欄の数値は全て、「すべての取り扱い処方せん」に対する割合である。 

 図表 10 平成２０年９月１カ月間の取り扱い処方せんのうち、「変更不可」欄に処方医の署名等が 

     ない処方せんを取り扱った薬局数の割合（薬局数ベース） 

 薬局数 割 合 

「変更不可」欄に処方医の署名等がない処方せんの取り扱いが１枚以上ある薬局 400 98.5% 

 取り扱いのない薬局 6 1.5% 

合  計 406 100.0% 

 
 図表 11 「変更不可」欄に処方医の署名等がない処方せんを取り扱った薬局のうち、実際に後発医 

     薬品に変更した薬局数の割合（薬局数ベース） 

 薬局数 割 合 

 １品目でも先発医薬品を後発医薬品に実際に変更した薬局数 310 77.5% 

 変更しなかった薬局 90 22.5% 

合  計 400 100.0% 
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③ 後発医薬品への対応状況 

図表 12 平成２０年９月１カ月間に調剤した全ての医薬品の数量（薬価基準の規格単位ベース）のうち、 

    後発医薬品の割合別にみた薬局数の分布 

 薬局数 分布状況

 １０％未満 48 10.7% 

 １０％以上 ２０％未満 109 24.2% 

 ２０％以上 ３０％未満 56 12.4% 

 ３０％以上 ４０％未満 61 13.6% 

 ４０％以上 ５０％未満 45 10.0% 

 ５０％以上 ６０％未満 10 2.2% 

 ６０％以上 18 4.0% 

 無回答または不明 103 22.9% 

合  計 450 100.0% 

  平均値（％） 24.9  

  中央値（％） 20.0  

0% 10% 20% 30%

10％未満

10％以上 20％未満

20％以上 30％未満

30％以上 40％未満

40％以上 50％未満

50％以上 60％未満

60％以上

無　回　答

 

 
図表 13 平成２０年４月以降に後発医薬品への変更が可能な処方せんを持参した患者のうち、 

    後発医薬品についての説明を行った患者の割合別にみた薬局数の分布 

 薬局数 分布状況

 １０％未満 172 38.2% 

 １０％以上 ３０％未満 95 21.1% 

 ３０％以上 ５０％未満 60 13.3% 

 ５０％以上 ７０％未満 33 7.3% 

 ７０％以上 ９０％未満 40 8.9% 

 ９０％以上 47 10.4% 

 無 回 答 3 0.7% 

合  計 450 100.0% 

0% 20% 40% 60%

10％未満

10％以上 30％未満

30％以上 50％未満

50％以上 70％未満

70％以上 90％未満

90％以上

無　回　答

 

 
図表 14 平成２０年４月以降に後発医薬品についての説明を行った患者のうち、 

    後発医薬品の使用を希望しなかった患者の割合別にみた薬局数の分布 

 薬局数 分布状況

 １０％未満 155 34.4% 

 １０％以上 ３０％未満 58 12.9% 

 ３０％以上 ５０％未満 73 16.2% 

 ５０％以上 ７０％未満 63 14.0% 

 ７０％以上 ９０％未満 44 9.8% 

 ９０％以上 45 10.0% 

 無 回 答 12 2.7% 

合  計 450 100.0% 

0% 20% 40% 60%

10％未満

10％以上 30％未満

30％以上 50％未満

50％以上 70％未満

70％以上 90％未満

90％以上

無　回　答
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 図表 15 後発医薬品についての説明を行ったにもかかわらず、患者が後発医薬品の使用を希望 

     しなかった理由のうち最も多いもの 

 薬局数 割 合 

 薬剤料等（患者自己負担額）の差額が小さい 178 39.6% 

 後発医薬品に対する不安がある 160 35.6% 

 公費負担の患者であるため、経済的インセンティブがない 31 6.9% 

 過去に後発医薬品を使用したが、合わなかった 9 2.0% 

 その他 57 12.7% 

 無回答 15 3.3% 

合  計 450 100.0% 

 
 図表 16 平成２０年４月以降に後発医薬品への変更調剤を行った患者のうち、 

     ２回目以降に後発医薬品の使用を希望しなかった患者の割合別にみた薬局数の分布 

 薬局数 分布状況

 １０％未満 408 90.7% 

 １０％以上 ３０％未満 22 4.9% 

 ３０％以上 ５０％未満 1 0.2% 

 ５０％以上 ７０％未満 1 0.2% 

 ７０％以上 ９０％未満 1 0.2% 

 ９０％以上 5 1.1% 

 無 回 答 12 2.7% 

合  計 450 100.0% 

0% 50% 100%

10％未満

10％以上 30％未満

30％以上 50％未満

50％以上 70％未満

70％以上 90％未満

90％以上

無　回　答

 

 
 図表 17 後発医薬品への変更調剤を行ったにもかかわらず、患者が２回目以降に後発医薬品の 

     使用を希望しなかった理由のうち最も多いもの 

 薬局数 割 合 

 使用した後発医薬品の使用感が合わなかったため 169 37.6% 

 使用した後発医薬品の効果に疑問があったため 86 19.1% 

 後発医薬品に対する漠然とした不安が消えなかったため 52 11.6% 

 使用した後発医薬品の安全性に不安があったため 15 3.3% 

 その他 79 17.6% 

 無回答 49 10.9% 

合  計 450 100.0% 
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図表 18 患者１人に要する平均説明時間別にみた薬局数の分布 

（1）後発医薬品説明＋一般的服薬指導時間【初回】 

 薬局数 分布状況

  ５分未満 35 8.3% 

  ５分以上 １０分未満 126 29.9% 

 １０分以上 １５分未満 138 32.8% 

 １５分以上 ２０分未満 76 18.1% 

 ２０分以上 ２５分未満 32 7.6% 

 ２５分以上 ３０分未満 7 1.7% 

 ３０分以上 7 1.7% 

合  計 421 100.0% 

平均値（分） 10.63  

中央値（分） 10.00  

0% 20% 40% 60%

5分未満

5分以上 10分未満

10分以上 15分未満

15分以上 20分未満

20分以上 25分未満

25分以上 30分未満

30分以上

 

 

（2）後発医薬品説明＋一般的服薬指導時間【２回目以降】 

 薬局数 分布状況

  ５分未満 145 34.4% 

  ５分以上 １０分未満 195 46.3% 

 １０分以上 １５分未満 66 15.7% 

 １５分以上 ２０分未満 12 2.9% 

 ２０分以上 ２５分未満 3 0.7% 

 ２５分以上 ３０分未満 0 0.0% 

 ３０分以上 0 0.0% 

合  計 421 100.0% 

平均値（分） 5.71  

中央値（分） 5.00  

0% 20% 40% 60%

5分未満

5分以上 10分未満

10分以上 15分未満

15分以上 20分未満

20分以上 25分未満

25分以上 30分未満

30分以上

 

 

（3）一般的服薬指導時間 

 薬局数 分布状況

  ５分未満 139 33.0% 

  ５分以上 １０分未満 209 49.6% 

 １０分以上 １５分未満 61 14.5% 

 １５分以上 ２０分未満 10 2.4% 

 ２０分以上 ２５分未満 2 0.5% 

 ２５分以上 ３０分未満 0 0.0% 

 ３０分以上 0 0.0% 

合  計 421 100.0% 

平均値（分） 5.64  

中央値（分） 5.00  

0% 20% 40% 60%

5分未満

5分以上 10分未満

10分以上 15分未満

15分以上 20分未満

20分以上 25分未満

25分以上 30分未満

30分以上

 

注．（１）～（３）の全てに回答のあった４２１施設を対象にして集計している。 
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図表 19 平成２０年９月以前に薬局が後発医薬品への変更調剤を行った患者のうち、 

    医療機関が、薬局で変更した当該後発医薬品の銘柄処方に切り替えた患者数 

    の割合（割合別にみた薬局数の分布） 

 薬局数 分布状況

 １０％未満 230 51.1% 

 １０％以上 ２０％未満 34 7.6% 

 ２０％以上 ３０％未満 8 1.8% 

 ３０％以上 ４０％未満 17 3.8% 

 ４０％以上 ５０％未満 5 1.1% 

 ５０％以上 ６０％未満 13 2.9% 

 ６０％以上 ７０％未満 2 0.4% 

 ７０％以上 ８０％未満 7 1.6% 

 ８０％以上 ９０％未満 15 3.3% 

 ９０％以上 44 9.8% 

 無 回 答 75 16.7% 

合  計 450 100.0% 

平均値（％） 21.3  

中央値（％） 1.0  

0% 20% 40% 60%

10％未満

10％以上 20％未満

20％以上 30％未満

30％以上 40％未満

40％以上 50％未満

50％以上 60％未満

60％以上 70％未満

70％以上 80％未満

80％以上 90％未満

90％以上

　　無　回　答
 

 

図表 20 後発医薬品への変更が可能な処方せんを持参した患者のうち、当該後発医薬品を直ちに 

    取り揃えることができずに後発医薬品に変更しなかった患者の割合別にみた薬局数の分布 

 薬局数 分布状況

 １０％未満 251 55.8% 

 １０％以上 ３０％未満 79 17.6% 

 ３０％以上 ５０％未満 40 8.9% 

 ５０％以上 ７０％未満 24 5.3% 

 ７０％以上 ９０％未満 14 3.1% 

 ９０％以上 23 5.1% 

 無 回 答 19 4.2% 

合  計 450 100.0% 

0% 20% 40% 60%

10％未満

10％以上 30％未満

30％以上 50％未満

50％以上 70％未満

70％以上 90％未満

90％以上

無　回　答
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図表 21 後発医薬品の備蓄品目数別にみた薬局数の分布（平成１９年９月・平成２０年９月） 

薬 局 数 分布状況 
 

Ｈ１９．９ Ｈ２０．９ Ｈ１９．９ Ｈ２０．９

   ０品目 0 0 0.0% 0.0% 

   １品目以上  ５０品目未満 103 50 31.5% 15.3% 

  ５０品目以上 １００品目未満 114 118 34.9% 36.1% 

 １００品目以上 ２００品目未満 79 97 24.2% 29.7% 

 ２００品目以上 ３００品目未満 22 43 6.7% 13.1% 

 ３００品目以上 9 19 2.8% 5.8% 

合  計 327 327 100.0% 100.0% 

平均値（品目） 90.0 123.2   

中央値（品目） 70.0 98.0   

注．全ての項目に回答のあった３２７施設を対象にして集計している。 

図表 22 複数銘柄の後発医薬品を揃えている先発医薬品の 

    品目数別にみた薬局数の分布（平成２０年９月） 

 薬 局 数 分布状況 

   ０品目 46 14.1% 

   １品目以上  ５品目未満 115 35.2% 

   ５品目以上 １０品目未満 65 19.9% 

  １０品目以上 ２０品目未満 60 18.3% 

  ２０品目以上 ３０品目未満 20 6.1% 

  ３０品目以上 ５０品目未満 10 3.1% 

  ５０品目以上 11 3.4% 

合  計 327 100.0% 

平均値（品目） 9.3  

中央値（品目） 5.0  

図表 23 在庫がなくて後発医薬品に変更できないケースをないようにするために 

    必要な後発医薬品の備蓄品目数別にみた薬局数の分布（平成２０年９月） 

 薬 局 数 分布状況 

   ０品目 2 0.6% 

   １品目以上  ５０品目未満 24 7.3% 

  ５０品目以上 １００品目未満 21 6.4% 

 １００品目以上 ２００品目未満 79 24.2% 

 ２００品目以上 ３００品目未満 54 16.5% 

 ３００品目以上 ４００品目未満 35 10.7% 

 ４００品目以上 ５００品目未満 11 3.4% 

 ５００品目以上 38 11.6% 

  無  回  答 63 19.3% 

合  計 327 100.0% 

平均値（品目） 260.6  

中央値（品目） 200.0  



 - 10 -

図表 24 採用している後発医薬品の選択理由（複数回答） 

 薬局数 割 合 

 迅速かつ安定的に製造販売業者や卸業者から入手できる 369 82.0% 

 後発医薬品メーカーによる品質に関する情報開示の程度 286 63.6% 

 近隣の保険医療機関・保険薬局への納入実績の程度 181 40.2% 

 患者の使用感がよい（例．味がよい、臭いが気にならない、貼付感がよい） 102 22.7% 

 他の後発医薬品よりも薬価が安価 75 16.7% 

 調剤がしやすい（例．容易に半割できる、一包化調剤がしやすい） 36 8.0% 

 その他 44 9.8% 

 無回答 5 1.1% 

薬 局 数 450  

 
 図表 25 後発医薬品への変更が可能な処方せんを受け付けたが、変更しなかった場合について、 

     薬局の立場として後発医薬品への変更を進めるための条件 

 薬局数 割 合 

 後発医薬品メーカーによる情報提供や安定供給体制の確保 118 26.2% 

 医師や薬剤師に対する後発医薬品の品質保証が十分であることの周知徹底 113 25.1% 

 剤形・規格の違いに関わらずに銘柄変更調剤ができる環境の整備 94 20.9% 

 後発医薬品に対する患者の理解 87 19.3% 

 特に対応は必要ない 12 2.7% 

 その他 18 4.0% 

 無回答 8 1.8% 

合   計 450 100.0% 

 

 

④ 医療機関との連携状況 

 
図表 26 採用している後発医薬品リストの近隣医療機関への提供状況 

 薬局数 割 合 

 提供していない 349 77.6% 

 提供している 97 21.6% 

 自局単独で提供している 67 14.9% 

 複数の薬局で共同して提供している 4 0.9% 

 地域の薬剤師会として提供している 22 4.9% 

 その他 3 0.7% 

 

提
供
方
法 

無回答 1 0.2% 

 無回答 4 0.9% 

合   計 450 100.0% 
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⑤ 後発医薬品の使用に関する意向 

 
図表 27 後発医薬品の使用に関する考え 

 薬局数 割 合 

 特にこだわりはない 94 20.9% 

 後発医薬品を積極的に患者に説明して、調剤するように取り組んでいる 56 12.4% 

 薬効によっては後発医薬品を患者に説明して、調剤するように取り組んでいる 140 31.1% 

 後発医薬品の説明・調剤にはあまり積極的には取り組んでいない 156 34.7% 

 無 回 答 4 0.9% 

合   計 450 100.0% 

 
図表 28 後発医薬品の説明・調剤にはあまり積極的には取り組んでいない理由（複数回答） 

 薬局数 割 合 

 近隣の医療機関が後発医薬品の使用に消極的なため 65 41.7% 

 後発医薬品の品質に疑問があるため 59 37.8% 

 後発医薬品の効果に疑問があるため 53 34.0% 

 後発医薬品の安定供給体制が不備であるため 52 33.3% 

 後発医薬品の情報提供が不備であるため 44 28.2% 

 後発医薬品の副作用に不安があるため 39 25.0% 

 薬局にとって経済的な便益がないため 32 20.5% 

 後発医薬品に関する患者への普及啓発が不足なため 23 14.7% 

 その他 28 17.9% 

 無回答 1 0.6% 

薬 局 数 156 100.0% 

 

 
図表 29 後発医薬品の品質保証の方法についての理解状況 

 薬局数 割 合 

 十分に理解している 36 8.0% 

 ある程度理解している 298 66.2% 

 あまり理解していない 106 23.6% 

 全く理解していない 5 1.1% 

 無回答 5 1.1% 

合   計 450 100.0% 
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⑥ 後発医薬品に変更して調剤した処方せんに係る薬剤料の状況 

図表 30 平成２０年９月８日から１４日に後発医薬品に変更して調剤された処方せんの状況 

 薬 局 数
処方せん 

枚  数 
平 均 値 中 央 値

 記載銘柄により調剤した場合の薬剤料（Ａ）（点） 855.1 454 

 実際に調剤した薬剤料（Ｂ）（点） 659.4 315 

 記載銘柄により調剤した場合に占める、実際に調剤 

 した薬剤料の割合（Ｂ／Ａ） 

240 3,111 

77.1% 69.4% 

注．各項目全てに回答のあった処方せん３,１１１枚（２４０施設）を対象にして集計している。 

 
 図表 31 患者一部負担割合別にみた、平成２０年９月８日から１４日に後発医薬品に変更して 

     調剤された処方せんの状況（平均値） 

患者一部負担金割合 
 

全体 ０割 １割 ２割 ３割 

 処方せん枚数（枚） 3,111 140 898 54 1,982 

 記載銘柄により調剤した場合の薬剤料（Ａ）（点） 855.1 477.8 993.7 555.1 832.3 

 実際に調剤した薬剤料（Ｂ）（点） 659.4 389.0 785.8 450.5 631.1 

 記載銘柄により調剤した場合に占める、実際に調剤 

 した薬剤料の割合（Ｂ／Ａ） 
77.1% 81.4% 79.1% 81.2% 75.8% 

注．患者一部負担金割合の「全体」には、患者一部負担金割合が不明だった処方せん３７枚も含まれる。 

 


